
 
 

新しい時代の特別支援教育の在り方に関する有識者会議の開催について 

 

令 和 元 年 ９ 月 ６ 日 

初等中等教育局長決定 

 

 

１． 趣旨 

少子高齢化の一方で、医療の進歩・特別支援教育への理解の広がり・障害の概念の

変化や多様化など、特別支援教育をめぐる社会や環境の変化に伴い、特別支援教育を

必要とする子供たちの数は増加の一途をたどっている。 

こうした状況のもと、特別な配慮を要する子供たちがその可能性を最大限に伸ばす

とともに、自立と社会参加に必要な力を培うための適切な指導・必要な支援の重要性

がますます高まっている。 

これらのことを踏まえ、医療や福祉との連携の推進、障害者の権利に係る国際的な

議論の動向等も踏まえつつ、特別支援教育の現状と課題を整理し、一人一人のニーズ

に対応した新しい時代の特別支援教育の在り方や、その充実のための方策等について

検討を行うため、有識者会議を設置する。 

 

 

２． 検討事項 

（１）特別な配慮を必要とする子供たちに対する指導及び支援の在り方 

（２）医療や福祉と連携した特別支援教育の推進方策 

（３）その他 

 

 

３． 実施方法 

（１）別紙の構成員において、「２．検討事項」に掲げる事項について検討を行う。 

（２）必要に応じて、別紙以外の関係者にも協力を求めることができる。 

 

 

４． 期間 

令和元年９月６日から令和３年３月３１日までとし、その後については必要に応じ

延長することとする。 

 

 

５． その他 

（１）この会議に関する庶務は、初等中等教育局特別支援教育課において行う。 

（２）その他会議の運営に関する事項は、必要に応じ会議に諮って定める。 
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